
　

蔵
書
数
約
1
0
0
万
冊
・

座
席
数
約
1
0
0
0
席
を

有
す
る
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
新
図
書
館
（
農
大
ア
カ
デ

　

緑
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
は
約
4
0
0
種
類
の

植
物
が
自
生
、
温
室
2
棟
、

屋
外
圃
場
を
有
す
る
植
物
園

内
で
は
約
2
0
0
0
種
の

植
物
が
生
育
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
植
物
関
連
研
究
室
や

サ
ー
ク
ル
等
の
管
理
す
る
エ

リ
ア
で
特
色
あ
る
植
物
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
植
物
園

の
温
室
内
で
は
資
源
植
物
の

シ
ョ
ウ
ガ
科
植
物
、
ラ
ン
科

な
ど
の
熱
帯
植
物
、
小
笠
原

諸
島
の
父
島
に
の
み
自
生
し

乱
獲
等
に
よ
り
自
生
株
は
1

株
の
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

絶
滅
危
惧
種
の
ム
ニ
ン
ツ
ツ

ジ
の
他
、
サ
ー
ク
ル
が
管
理

す
る
エ
リ
ア
で
は
多
肉
植
物
、

食
虫
植
物
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

植
物
が
多
数
栽
培
さ
れ
て
い

み
が
一
目
で
理
解
で
き
る
。

大
学
の
取
り
組
み
と
マ
ン
パ

ワ
ー
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

は
農
大
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
や
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
社
会
貢
献
の
活
動

状
況
を
展
示
。

　

今
年
で
創
立
1
2
3
年

を
迎
え
た
東
京
農
大
の
歴
史

を
正
し
く
理
解
で
き
る
こ
の

ス
ペ
ー
ス
に
は
、
東
京
農
大

の
原
点
と
未
来
が
見
え
る
。

ミ
ア
セ
ン
タ
ー
3
〜
7
階
）

は
、
農
大
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
具
現
化
し
た
新
し

い
シ
ン
ボ
ル
だ
。
キ
ャ
ン
パ

ス
の
象
徴
的
空
間
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
樹
高
約

20
m
以
上
の
木
々
か
ら
な

る
「
農
大
の
森
」
に
隣
接
し
、

森
と
一
体
と
な
る
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
内
装

は
北
海
道
産
カ
バ
ザ
ク
ラ
の

書
棚
壁
面
を
は
じ
め
、
全
館

に
国
産
材
を
中
心
に
使
用
し

て
い
る
。

　

一
方
、
既
存
の
森
と
連
結

さ
せ
、
あ
た
か
も
巨
大
な
樹

木
の
中
を
立
体
的
に
散
策
し
、

そ
れ
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出

会
い
を
生
む
空
間
づ
く
り
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　

各
フ
ロ
ア
の
外
周
部
の
窓

回
り
に
は
個
人
閲
覧
テ
ー
ブ

ル
を
配
し
、
森
と
連
続
し
、

木
立
の
中
を
浮
遊
し
て
い
る

よ
う
な
疑
似
体
験
が
で
き
る
、

ま
さ
に
空
中
図
書
館
と
言
え

る
。

　

講
義
棟
で
あ
る
1
号
館
と

は
空
中
回
廊
で
結
ば
れ
て
い

る
他
、
共
同
学
習
ス
ペ
ー
ス

を
多
く
設
け
、
学
生
た
ち
が

今
ま
で
以
上
に
気
軽
に
足
を

運
び
、
積
極
的
に
学
習
で
き

る
仕
掛
け
が
随
所
に
施
さ
れ

て
い
る
。

　

農
大
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン

タ
ー
1
階
に
は
自
校
教
育
の

一
翼
を
担
う
「
実
学
の
杜も
り

」。

入
り
口
正
面
に
は
、
初
代
学

長
横
井
時
敬
が
掲
げ
た
建
学

の
こ
こ
ろ
「
稲
の
こ
と
は
稲

に
訊き

け　

農
業
の
こ
と
は
農

民
に
訊
け
」
の
文
字
が
浮
か

び
上
が
る
。
本
学

の
生
み
の
親
で
あ

る
榎
本
武
揚
と
育

て
の
親
で
あ
る
横

井
時
敬
の
紹

介
コ
ー
ナ
ー

に
は
貴
重
な

資
料
な
ど
を

解
説
付
き
で

展
示
。
写

真
・
年
表
・

モ
ニ
タ
ー
等

で
構
成
さ
れ

て
い
る
ヒ

ス
ト
リ
ー

ウ
ォ
ー
ル
で

は
農
大
の
歩

基
礎
や
感
謝
の
心
を
育
む
。

そ
し
て
4
年
間
を
通
じ
て
、

自
ら
考
え
判
断
、
行
動
す
る

こ
と
、
助
け
合
い
を
学
び
第

二
の
ふ
る
さ
と
を
巣
立
っ
て

い
く
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

創
設
25
年
、
人
間
力
を
養
い

心
を
磨
く
素
晴
ら
し
い
環
境

が
こ
こ
に
あ
る
。

る
。
多
種
多
様
な
植
物
に
囲

ま
れ
た
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
は

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
か
ら

博
物
館
相
当
施
設
と
し
て
の

認
定
も
受
け
て
お
り
、
厚
木

の
丘
に
そ
び
え
立
つ
市
民
も

集
う
憩
い
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と

な
っ
て
い
る
。（
写
真
は
学

生
管
理
の
多
肉
植
物
）

　
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
フ
ー
ド

マ
イ
ス
タ
ー
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
豊
富
な
生

物
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

食
品
加
工
、
流
通
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
手
法
を
学
び
、
技
術
力

と
創
造
力
を
養
い
、
食
品
開

発
、
製
品
化
ま
で
体
験
で
き

る
実
践
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
発
さ

れ
た
カ
ラ
フ
ル
ポ
テ
ト
を
用

い
た
「
農
大
福
」
は
キ
ャ
ン

パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ

リ
北
海
道
奨
励
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。

　

網
走
市
の
総
人
口
の
約

3
万
8
千
人
、
う
ち
5
%

が
東
京
農
大
生
。
学
生
の
9

割
以
上
は
道
外
出
身
者
で
あ

る
。
学
生
た
ち
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
四
季
を
体
感
し
、
厳
し

く
も
素
晴
ら
し
い
自
然
を
受

け
入
れ
て
共
生
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
大
自
然

の
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で

学
び
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
結

び
つ
く
こ
と
で
、
社
会
人
の

東
京
農
大
3
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力
！

よ
う
こ
そ「
実
学
の
杜
」へ

1
2
3
年
の
歴
史
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に

厚 

木 

個
性
あ
ふ
れ
る
植
物
の
宝
庫

　
世
田
谷
森
の
中
の
快
適
学
習
空
間

オ
ホ
ー
ツ
ク 

地
域
全
体
が
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド

4
階
閲
覧
フ
ロ
ア

3
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン

開放的で過ごしやすい初夏のキャンパス

能取岬から望むオホーツク海の水平線（7月）

学　　部 学　科 試験日 願書受付 合格発表

Ⅰ期

農 学 部

全学科 11 月 16 日（日）
Web 出願のみ

10 月 29 日（水）～ 11 月 5 日（水）
（最終日は入力 15 時まで、郵送は消印有効）

11 月 24 日（月）
9時

応用生物科学部
地域環境科学部
国際食料情報学部
生 物 産 業 学 部
短 期 大 学 部

Ⅱ期
生 物 産 業 学 部

全学科 12 月 7 日（日）
Web 出願のみ

11 月 25 日（火）～ 11 月 28 日（金）
（最終日は入力 15 時まで、郵送は消印有効）

12 月 12 日（金）
9時

短 期 大 学 部

選考方法
　書類・小論文・面接

募集要項請求・問合せ先
　大学ホームページ（http://www.nodai.ac.jp/ →「受験生・高校生の皆様へ」→「資料や願
書を請求したい」バナーをクリック
　〒 156_8502　東京都世田谷区桜丘 1_1_1　入試センター　TEL : 03_5477_2226

試験会場
　農学部は厚木キャンパス。その他の学部は世田谷キャンパス（生物産業学部はオホーツクキャンパスでも実施）

学　部 学　科 試験日 願書受付 合格発表

前　期

農 学 部

全学科

センター試験
1月 17 日（土）

～
1月 18 日（日）

Web 出願のみ
1月 5 日（月）～ 1月 16 日（金）

（最終日は入力 15 時まで、郵送は消印有効）

2月 14 日（土）
9時

応用生物科学部
地域環境科学部
国際食料情報学部
生 物 産 業 学 部
短 期 大 学 部

後　期

生 物 産 業 学 部 Web 出願のみ
2月 16 日（月）～ 2月 23 日（月）

（最終日は入力 15 時まで、郵送は消印有効）

3月 9 日（月）
9時

短 期 大 学 部

※センター試験において志望学科の指定科目を受験することが条件です。複数学科に出願可能です。
※詳細は募集要項でご確認ください。

セ
ン
タ
―
試
験
利
用
入
試

平
成
27
年
度

推
薦
入
試
Ⅰ
期
・
Ⅱ
期

平
成
27
年
度

2014年7月16日（第 71号） 東京農大ホームページ　http://www.nodai.ac.jp/

東京農業大学
世田谷キャンパス 大学本部/大学院・応用生物科学部
地域環境科学部・国際食料情報学部・短期大学部

厚木キャンパス/大学院・農学部
オホーツクキャンパス/大学院・生物産業学部

編集/東京農業大学学長室
発行/東京農業大学出版会

〒156―8502東京都世田谷区桜丘 1―1―1

再生紙を使用しております
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人
間
と
食
酢
の
関
わ
り
は
、

遠
く
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の

時
代
に
遡
る
。
日
本
に
は
中

国
を
経
由
し
て
5
世
紀
に
伝

わ
っ
た
が
、
食
酢
を
生
産
し

て
販
売
す
る
形
が
と
ら
れ
た

の
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
食
酢
は
穀
物

や
果
物
を
原
料
と
し
て
、
酵

母
に
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
を
生

れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
食
酢
の
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
効
果
が
科
学
的
に

検
証
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
効

果
と
は
、
①
疲
労
回
復
と
し

て
、
失
わ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
す
ば
や
く
補
充
す
る
②
食

て
、
血
圧
を
上
昇
さ
せ
る
ホ

ル
モ
ン
の
働
き
を
抑
制
す
る

⑤
血
糖
値
上
昇
抑
制
と
し
て
、

糖
の
分
解
を
お
だ
や
か
に
し
、

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
負
担
を
軽

減
す
る
―
―
な
ど
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
最
近
の
研
究
結
果

で
は
、
肥
満
気
味
の
人
を

対
象
に
行
っ
た
実
験
に
よ

る
と
、
毎
日
大
さ
じ
一
杯

（
15 

ml
）
の
食
酢
を
4
〜

6
倍
に
薄
め
て
飲
む
事

で
、
12
週
間
で
摂
取
前
に

比
べ
て
約
5
%
も
内
臓
脂

肪
が
減
少
し
た
。
同
時
に

血
中
中
性
脂
肪
が
約
19
%
、

体
重
が
約
1.2 

kg
減
少
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
食
酢
は
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
予
防
に
有
効
で
あ
る
。

　

食
酢
は
単
な
る
調
味
料

と
し
て
で
は
な
く
、
体
に

良
い
調
味
料
と
し
て
、
料

理
や
飲
用
等
に
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

成
し
、
そ
の
ア
ル
コ
ー
ル
を

酢
酸
菌
に
よ
り
酸
化
さ
せ
て

製
造
す
る
。
日
本
の
み
な
ら

ず
世
界
中
で
、
調
味
料
や
食

品
の
貯
蔵
・
加
工
に
利
用
さ

欲
増
進
と
し
て
、
酸
味
と

香
り
が
食
べ
た
い
気
分
を

刺
激
し
、
唾
液
の
分
泌
を
盛

ん
に
す
る
③
便
秘
解
消
と
し

て
、
消
化
液
の
分
泌
を
よ
く

し
、
腸
の
ぜ
ん
動
運
動
を
活

発
に
す
る
④
血
圧
降
下
と
し

　
食
酢
は
メ
タ
ボ
を
予
防
す
る

　

副
学
長　

小
泉
幸
道
（
醸
造
科
学
科
）

　

東
京
農
業
大
学
「
食
と
農
」
の
博
物
館

は
、
4
月
6
日
に
開
館
10
周
年
を
迎
え
た
。

ま
た
、
こ
の
日
に
先
立
つ
3
月
28
日
に
は

開
館
10
周
年
記
念
式
典
と
開
館
10
周
年
記

念
展
示
「
農
と
祈
り
」
―
田
の
馬
、
神
の

馬
―
展
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

同
時
開
催
し
た
。
式
典
は
大
澤
貫
寿
理
事

長
、
髙
野
克
己
学
長
、
ま
た
大
学
が
地
域

連
携
協
定
を
結
ぶ
新
潟
県
佐
渡
市
の
甲
斐

元
也
市
長
を
始
め
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ッ

ク
ス
と
蔵
元
銘
酒
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
会

員
か
ら
も
併
せ
て
約
70
人
の
参
加
者
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。
式
典
の
後
は
開
館

記
念
展
示
の
内
覧
会
が
行
わ
れ
、
同
時

に
教
職
・
学
術
情
報
課
程
の
全
面
的
支

援
に
よ
っ
て
実
現
し
た
、
日
本
の
古
民

家
の
復
元
ジ
オ
ラ
マ
展
示
も
完
成
・
公

開
と
あ
い
な
っ
た
。

　

開
館
10
周
年
記
念
展
示
は
「
農
と
祈

り
」
が
9
月
15
日
に
終
わ
り
、
次
に
記

念
展
示
第
2
弾
と
し
て
「
バ
イ
オ
ミ
メ

テ
ィ
ク
ス
を
超
え
て
！
」
―
昆
虫
な
ど

の
生
き
物
や
自
然
に
学
ぶ
も
の
づ
く
り

―
（
主
催
・
農
学
部
農
学
科
、
企
画
・

農
学
科
長
島
研
究
室
）
が
控
え
て
い
る
。

開
館
10
周
年
に
相
応
し
く
、
展
示
を
通

し
て
「
食
と
農
」
の
過
去
・
現
在
・
未

来
を
展
望
で
き
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
食　
と　
農
」
の
博
物
館
だ
よ
り

　

東
京
農
大
は
6
月
9
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ
サ
カ
市

の
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
学
術
協

定
を
締
結
し

た
。
コ
ー
ネ

ル
大
は
ア
イ

ビ
ー
リ
ー
グ

（
米
国
東
部

名
門
私
大
8

校
連
盟
）
の

一
校
と
し
て

1
8
6
5

年
に
設
立
さ

れ
教
育
・
研

究
は
世
界
最

高
水
準
を
誇

る
。
特
に
、
農
学
、
生
命
科

学
、機
械
工
学
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
工
学
、
建
築
、
経
営
学
、

医
学
が
有
名
。
本
協
定
に
よ

り
農
学
系
学
部
のC

ollage 
of A

griculture and L
ife 

Sciences

（C
A
L
S

）
と
の

学
生
や
教
職
員
の
交
流
、
共

同
研
究
な
ど
の
進
展
が
期
待

さ
れ
る
。

　

C
A
L
S

は
全
米
で
3
番

目
の
規
模
の
農
学
系
学
部
で

あ
り
、
次
世
代
の
食
料
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
、
経
済

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性

化
、
生
命
科
学
、
環
境
科
学

の
探
求
を
教
育
目
標
に
掲
げ

て
い
る
。

　

9
月
に
は
コ
ー
ネ
ル
大
で

の
「
食
品
安
全
、
食
品
製
造

に
関
す
る
短
期
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
実
施
、
ま
た
長
期

交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

も
随
時
開
始
予
定
だ
。

（
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
）

　

近
代
造
園
学
の
発
展
を
願

い
上
原
敬
二
先
生
が
大
正
13

（
1
9
2
4
）
年
に
創
立
し

た
東
京
高
等
造
園
学
校
を
祖

と
し
、
本
年
で
90
周
年
を
迎

え
る
造
園
科
学
科
は
、
現
在

ま
で
1
万

人
近
い
卒

業
生
を
輩

出
し
て
き

た
。
こ
の

90
年
間
に

蓄
積
さ
れ

た
想
い
や

願
い
に
敬

意
を
表
し

『
東
京
農

業
大
学
地

域
環
境
科

学
部
造
園

科
学
科
90

年
の
軌

跡
』、『
上

原
敬
二
著 

「
人
の
つ

く
っ
た
森
」
改
訂
新
版
』
の

2
冊
を
刊
行
し
た
。
ま
た
、

5
月
11
日
に
は
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
た
。
今
後
も
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
造
園
科
学

科
ス
タ
ッ
フ
が
全
国
各
地
域

を
訪
問
す
る｢

90
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト｣

が
以
下
の
通
り

開
催
予
定
だ
。

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
自

然
の
修
復
や
生
活
環
境
の
再

構
築
が
急
務
と
な
っ
た
現
代

に
お
い
て｢

造
園
学｣

の
必

要
性
は
さ
ら
に
広
く
社
会
に

認
知
さ
れ
て
い
る
。

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
も
決
定
し
、
造

園
科
学
科
は
創
立
1
0
0

周
年
に
向
け
て
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
た

大
き
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
構

築
し
、
実
現
す
る
こ
と
が
よ

り
一
層
期
待
さ
れ
る
。

（
造
園
科
学
科
長 

高
橋
新
平
）

Raphanus L.

の
一
年
草
で

あ
る
ダ
イ
コ
ン
は
、
世
界
中

で
栽
培
さ
れ
る
重
要
な
農
作

物
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
古

来
よ
り
、
形
、
色
、

含
有
成
分
、
作
型

な
ど
に
幅
広
い
変

異
を
も
つ
膨
大
な

数
の
品
種
群
が
育

種
さ
れ
、
遺
伝
子

資
源
、
文
化
的
資

源
と
し
て
の
価
値

が
高
い
。

　

今
回
、
平
成
23

〜
25
年
度
東
京
農

業
大
学
先
端
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
本
学
の
生
物
資
源
ゲ

ノ
ム
解
析
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、（
独
）
農
業
生
物
資
源

研
究
所
等
と
連
携
し
て
、
栽

培
ダ
イ
コ
ン
の
主
要
系
統
で

あ
る
青
首
総
太
系
統
の
ゲ
ノ

ム
配
列
を
構
築
し
た
。
決
定

さ
れ
た
約
四
億
塩
基
の
配
列

（
全
ゲ
ノ
ム
の
七
割
）
と
遺

伝
子
情
報
を
管
理
す
る
独
自

の
ダ
イ
コ
ン
用
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
立
ち
上
げ
、
ゲ
ノ
ム
情

報
を
も
と
に
ダ
イ
コ
ン
属
と

近
縁
で
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
主
要

作
物
を
含
むBrassica

属
と

の
ゲ
ノ
ム
構
造
比
較
や
、
ダ

イ
コ
ン
の
肥
大
根
形
成
に
関

与
す
る
遺
伝
子
群
の
同
定
を

行
っ
た
。

　

本
研
究
の
成
果
は
、
ダ
イ

コ
ン
の
分
子
レ
ベ
ル
で
の
育

種
、
開
発
に
大
き
く
貢
献
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

（
総
合
研
究
所
）

　
「
大
根
ゲ
ノ
ム
の
解
読
と

地
域
品
種
の
多
様
性
を
生
み

出
す
遺
伝
子
基
盤
の
解
明
」

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
ダ
イ
コ
ン
属

　

本
学
の
先
端
研
究
基
盤
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る

「
先
端
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
う
ち
、
平
成
25
年
度

に
実
施
し
た
三
井
裕
樹
准
教
授
（
農
学
部
）
の
成
果
報

告
を
紹
介
す
る
。

ア
メ
リ
カ
・
コ
ー
ネ
ル
大
学
と
学
術
協
定
を
締
結

先
端
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
報
告

ダ
イ
コ
ン
の
さ
ら
な
る
可
能
性
を
求
め
て

造
園
科
学
科
90
周
年

「
造
園
学
」
の
貢
献
、
今
こ
そ

造園科学科創立 90周年記念イベント　今後の日程
・ 9月 27 日（土）中部祝賀会（名古屋）／東海グリーンクラブ ･中部地方緑友会共催
・ 9月 28 日（日）東北祝賀会（仙台）　／宮城グリーンクラブ・東北地方緑友会共催
・10 月 10 日（金）   北海道祝賀会（札幌）／北海道緑友会共催
・ 調整中　　　　 台湾祝賀会（台北）　

髙野学長（左）とフェファーCALS上席副学部長

大地に力 緑に生
い の ち

命 東京農業大学 2014年7月16日（第 71号）
❷



◆渡部俊弘　プロフィル＜わたなべ としひろ＞

1952 年 北海道日高町生まれ
農芸化学博士
生物産業学部食品香粧学科教授、オホーツ
クホッケー部部長、エミュー研究会顧問、
日本文化研究会顧問
研究室：生物化学研究室（オホーツクキャ
ンパス）
研究テーマ：「ボツリヌス毒素複合体の構
造と機能に関する研究」「エミュー卵とオ
イルの機能と利用に関する研究」
著書：「初歩からのバイオ実験―ゲノムからプロテオームへ」（三

共出版）、「パソコンで学ぶ元気で生きる健康科学―栄養・
運動・ストレッチ」（三共出版）ほか

◆夏秋啓子　プロフィル＜なつあき けいこ＞

1954 年 東京都文京区生まれ
農学博士
農学研究科委員長、国際食料情報学部国際
農業開発学科教授、野生動物研究会顧問
研究室：熱帯作物保護学研究室（世田谷キャ
ンパス）
研究テーマ：「熱帯作物ウイルス病の診断
と防除法の開発」
著書（共著）：「植物ウイルス学」（朝倉書店）、
「植物病理学」（文永堂出版）、「知っておきたいバイテクの基礎」（理
工図書）、「食の検定公式テキストブック」（農文協）

　

サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ 

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
1
に
所
属

す
る
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
。
そ
の
選
手
着
用
の
練

習
着
（
ア
ウ
ェ
イ
用
）
に

「
東
京
農
大
」
の
文
字
＝

写
真
＝
が
つ
い
て
い
る
の

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
実

は
こ
れ
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府
が
J
1
に
復
帰
し

た
2
0
1
3
年
以
来
2

シ
ー
ズ
ン
目
の
こ
と
で
あ

り
、
J
リ
ー
グ
と
い
う
華

や
か
な
舞
台
で
選
手
と
と

も
に「
東
京
農
大
」の
文
字
が

躍
る
こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
。

　

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
は

1
9
6
5
年
に
母
体
と
な

る
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
て
以

来
、
1
9
9
9
年
に
J
2

に
加
盟
。
2
0
0
1
年
成

績
・
経
営
不
振
に
陥
っ
た

チ
ー
ム
の
再
建
を
託
さ
れ
た

の
が
本
学
O
B
で
あ
る
海

野
一
幸
氏
。
海
野
氏
は
本
学

卒
業
後
、
海
外
留
学
を
経

て
、
山
梨
日
日
新
聞
、
山
梨

放
送
、
広
告
代
理
店
で
勤
務
。

海
野
氏
の
経
営
手
法
は
人
脈

を
生
か
し
た
地
域
に
根
ざ
し

た
も
の
で
あ
り
、「
山
梨
」

「
甲
府
」
ゆ
か
り
の
企
業
や

団
体
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、
サ

ポ
ー
タ
ー
増
員
、
経
営
回
復

に
成
功
、
2
0
0
6
年
に

は
悲
願
の
J
1
昇
格
を
果

た
す
。
練
習
着
へ
の
「
東
京

農
大
」
掲
出
は
、
J
1
再

昇
格
を
機
に
さ
ら
な
る
飛
躍

を
と
の
海
野
氏
の
熱
い
想
い

に
母
校
が
応
え
た
形
で
実
現

し
た
。
農
友
会
サ
ッ
カ
ー
部

と
の
練
習
試
合
な
ど
も
行
わ

れ
て
お
り
、
部
の
強
化
に

と
っ
て
心
強
い
も
の
で
あ
る
。

2
0
1
4
年
5
月
6
日
に

は
、
国
立
競
技
場
改
修
前
最

後
と
な
る
J
リ
ー
グ
の
記
念

試
合
（
vs
浦
和
レ
ッ
ズ
）

に
学
生
・
付
属
高
生
徒
・

教
職
員
総
勢
3
0
0
人

が
無
料
招
待
さ
れ
た
。

　

海
野
氏
は
「
J
リ
ー
グ

に
は
多
く
の
農
大
O
B

が
監
督
や
コ
ー
チ
、
選
手

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

か
つ
て
関
東
一
部
リ
ー
グ

で
頑
張
っ
て
い
た
面
々
も

多
く
い
る
。
甲
府
と
東
京

農
大
サ
ッ
カ
ー
部
と
の
連

携
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
か

つ
て
の
華
々
し
い
時
代
に

戻
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
、
ま
た
東

京
農
大
P
R
の
一
助
に

な
れ
ば
と
の
考
え
か
ら
」

と
話
し
て
い
る
。

渡
部
：
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
食
中
毒

は
特
に
北
海
道
で
起
こ
る
疾

病
で
す
。
そ
の
原
因
で
あ
る

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
複
合
体
は
、

自
然
界
で
最
強
の
毒
素
タ
ン

パ
ク
質
で
す
。
そ
の
強
力
な

毒
性
に
強
い
興
味
を
抱
き
、

解
明
を
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

―
高
校
時
代
は

夏
秋
：
幼
少
期
は
ピ
ア
ニ
ス

ト
か
考
古
学
者
に
な
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
校

時
代
に
「
明
快
な
結
果
の
出

聞
き
な
が
ら
の
「
な
が
ら

族
」
で
、
大
学
に
入
る
ま
で

2
年
間
か
か
り
ま
し
た
。

―
「
農
大
生
」
の
魅
力
は

夏
秋
：
農
業
や
環
境
、
世
界

の
食
料
問
題
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
て
い
る
学
生
が
多
い

こ
と
、
素
直
で
気
持
ち
の
優

し
い
学
生
、
労
力
を
惜
し
ま

な
い
学
生
が
多
い
こ
と
。
問

題
解
決
に
貢
献
で
き
る
勉
強

や
研
究
を
し
た
い
と
、
心
か

ら
言
え
る
学
生
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
は
心
強
い
で
す
。

渡
部
：
誠
実
で
素
直
な
と
こ

ろ
が
魅
力
で
す
。

―
最
近
一
番
感
動
し
た
こ
と
は

夏
秋
：
ユ
ジ
ャ
・
ワ
ン
（
ピ

ア
ニ
ス
ト
）
と
ド
ゥ
ダ
メ
ル

（
指
揮
者
）の
コ
ン
ビ
に
よ
る

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
や
プ
ロ
コ

フ
ィ
エ
フ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
。

渡
部
：
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
、
浅
田
真
央
選
手
が

シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
失

敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
フ
リ
ー
演
技
で
最

高
の
演
技
を
見
せ
て
く
れ
た

こ
と
。

―
今
ま
で
で
行
っ
た
国
で
一

番
印
象
の
強
か
っ
た
こ
と
は 

夏
秋
：
シ
リ
ア
に
あ
る
パ
ル

ミ
ラ
の
遺
跡
で
、
お
点
前
の

お
茶
を
味
わ
っ
た
経
験
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
重
要
な
都

市
が
、
今
で
は
砂
漠
の
中
の

廃
墟
に
な
っ
て
い
る
…
時
空

を
超
え
た
ひ
と
時
で
し
た
。

渡
部
：
ス
リ
ラ
ン
カ
に
行
っ

て
初
め
て
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー

ダ
医
療
に
触
れ
た
際
、
そ
の

魅
力
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

―
好
き
な
食
べ
物
は

夏
秋
：
好
き
嫌
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
疲
れ
た
時
は
焼
肉
や

ス
テ
ー
キ
。
肉
類
は
元
気
が

出
ま
す
し
、
た
く
さ
ん
食
べ

て
も
意
外
に
体
重
は
増
え
な

い
の
で
…
。

渡
部
：
幼
少
期
に
初
め
て
食

べ
た
味
噌
ラ
ー
メ
ン
の
お
い

し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
今

で
も
味
噌
ラ
ー
メ
ン
が
大
好

き
で
す
。

―
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

夏
秋
：
東
京
農
大
で
学
ぶ
と

い
う
チ
ャ
ン
ス
を
十
分
に
い

か
し
て
、
社
会
に
羽
ば
た
い

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

渡
部
：「
一
期
一
会
」
…
…

人
と
の
出
会
い
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
大
切
に
生
き
て
く
だ
さ

い
。

―
副
学
長
と
し
て
抱
負
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い

夏
秋
：
東
京
農
大
は
平
成
28

年
に
創
立
1
2
5
周
年
を

迎
え
ま
す
。
東
京
農
大
な
ら

で
は
の
教
育
や
研
究
と
は
何

か
を
見
定
め
た
推
進
や
成
果

の
発
信
、
そ
し
て
在
学
生
・

卒
業
生
が
、
世
界
中
の
必
要

と
さ
れ
て
い
る
場
所
で
活
躍

し
貢
献
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。

渡
部
：
東
京
農
大
は
、日
本
の

未
来
に
必
要
な
„
ち
か
ら
“
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
„
ち
か
ら
“
が
社
会
貢

献
に
つ
な
が
る
よ
う
人
々
の
和

を
結
集
し
、
産
業
界
と
の
連
携

を
図
れ
る
仕
組
み
を
作
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

―
研
究
の
ご
専
門
は

夏
秋
：
植
物
病
理
学
で
す
。

人
間
が
麻
疹
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
、

農
作
物
も
い
ろ
い
ろ
な
病
気

に
か
か
り
ま
す
。
そ
の
病
気

の
原
因
を
探
り
、
対
処
法
を

考
え
る
。
学
生
に
は
『
緑
の

お
医
者
さ
ん
』
に
な
ろ
う
！

と
言
っ
て
い
ま
す
。

渡
部
：
分
子
生
物
学
・
タ
ン

パ
ク
質
化
学
で
す
。
現
在
は
、

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
複
合
体
タ

ン
パ
ク
質
の
構
造
と
機
能
を

主
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

―
研
究
と
の
出
会
い
は

夏
秋
：
東
京
大
学
3
年
生
の

時
、
二
人
の
恩
師
に
出
会
っ

た
こ
と
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ウ

イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
な
ど
に
貢

献
し
た
與
良
清
教
授
の
講
義

で
植
物
ウ
イ
ル
ス
研
究
の
面

白
さ
を
学
び
、
世
界
で
初
め

て
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
と
い

う
病
原
微
生
物
を
発
見
し
た

土
居
養
二
博
士
に
電
子
顕
微

鏡
観
察
の
魅
力
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

せ
る
研
究
が
し
た
い
！
」
と

考
え
理
系
の
進
学
を
決
意
し

ま
し
た
。
数
学
は
苦
手
で
苦

労
し
ま
し
た
。
時
間
が
あ
れ

ば
、
散
歩
を
す
る
か
、
本
を

読
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ジ
ャ
ン
ル
は
問
わ
ず
の

乱
読
で
す
。

渡
部
：
化
学
と
数
学
が
得
意

科
目
で
し
た
。
部
活
は
卓
球

部
。
受
験
勉
強
は
ラ
ジ
オ
を

　

平
成
26
年
4
月
に
、
夏
秋
啓
子
教
授
と
渡
部
俊
弘
教
授
が
新
た
に
副
学
長
に
就
任
し

た
。
昨
年
7
月
に
就
任
し
た
小
泉
幸
道
副
学
長
と
合
わ
せ
3
人
体
制
と
な
っ
た
。
夏
秋
、

渡
部
両
副
学
長
の
任
期
は
平
成
29
年
7
月
4
日
ま
で
。
本
号
で
は
夏
秋
、
渡
部
両
副
学

長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

副
学
長
3
人
体
制
に

新
た
に
夏
秋
教
授
、
渡
部
教
授
が
就
任

活
躍
す
る
卒
業
生

株
式
会
社
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役
会
長

　
海
野 

一
幸
氏

受　賞　者 受　賞　内　容（H26. 3 ～ H26. 6）
髙木智弘（院食栄博前 2年）、井上博文助
手、勝間田真一助教、鈴木和春教授、上
原万里子教授（栄養）

公益社団法人日本栄養・食糧学会関東支部第 93 回シンポジウムと公益社団法
人日本食品科学工学会平成 26 年度関東支部大会の合同大会／最優秀賞
「アブラナ科野菜中 sulforaphane による破骨細胞分化抑制機構」

西堀史也（院化学博前 2年）、野口智弘准
教授、塩野弘二助手、岡大貴研究員、（食
品加工）、高野克己教授（化学）

公益社団法人日本栄養・食糧学会関東支部第 93 回シンポジウムと公益社団法
人日本食品科学工学会平成 26 年度関東支部大会の合同大会／優秀賞
「アスコルビン酸 (AA) は小麦粉生地タンパク質のSS結合形成にどのように関
与するか」

田村倫子助教、阿久澤さゆり教授、村清
司教授（栄養）、荒井綜一客員教授（総研）

公益社団法人日本栄養・食糧学会関東支部第 93 回シンポジウムと公益社団法
人日本食品科学工学会平成 26 年度関東支部大会の合同大会／優秀賞
「小麦のポストハーベスト品質を向上させる短時間吸水の効果」

中野ちひろ、市川あゆ美（短栄 2年）、松
崎広志准教授、三輪操教授（短栄）

公益社団法人日本栄養・食糧学会関東支部第 93 回シンポジウムと公益社団法
人日本食品科学工学会平成 26 年度関東支部大会の合同大会／優秀賞
「大学生を対象とした果物アレルギーの現状調査と原因果物キウイフルーツの
アレルゲン低減化の試み」

茂木裕暉、齊藤史佳（化学 4年）、藤下万
結子（化学H25.3 卒）、鈴木司助教、小林
謙一助教、山本祐司教授（化学）

公益社団法人日本栄養・食糧学会関東支部第 93 回シンポジウムと公益社団法
人日本食品科学工学会平成 26 年度関東支部大会の合同大会／優秀賞
「オリーブ葉ポリフェノールの蛍光標識化と細胞内局在解析」

伊勢瑛（化学 4年）、後藤圭太（院化学博
前 1年）、鈴木司助教、小林謙一助教、山
本祐司教授（化学）他

公益社団法人日本栄養・食糧学会関東支部第 93 回シンポジウムと公益社団法
人日本食品科学工学会平成 26 年度関東支部大会の合同大会／優秀賞
「キノリン酸がエリスロポエチン産生機構に及ぼす影響」

伊藤晋作助教（バイオ） 日本農薬学会第 39 回大会／平成 26 年度日本農薬学会奨励賞
「ストリゴラクトン機能を制御する化合物の創製研究」

味埜美紀（院畜産博前 2年）
日本養豚学会第 100 回大会／第 8回奨励賞
「肥育豚飼料への緑茶屑およびカンショの活用が肥育成績ならびに生産環境に
及ぼす影響」

小高千裕（醸造 4年） 公益社団法人日本水環境学会第 48 回年会／学生ポスター発表優秀賞

吉野聡（院林学博後 3年）
林業経済学会／林業経済学会学生論文賞
「森林施業の集約化に対する意向にもとづいた推進戦略―群馬県下仁田地域の
事例―」

喜田聡教授（バイオ）、岸本拓也（院バ
イオ博前 1 年）、大石諭（院バイオ博
前 H24.3 修了）、永田幹（院バイオ博前
H13.3 修了）、長谷川俊介（院バイオ博後
H21.3 修了）

日本農芸化学会 2014 年度大会／トピックス賞
「ビタミンB1欠乏は海馬依存的学習・記憶形成の障害を誘導する Thiamine 
deficiency induces deficits in hippocampus-dependent memory formation」

高橋久光教授（開発） 日本熱帯農業学会／日本熱帯農業学会磯賞
「ジブチ共和国における砂漠緑化に関する技術指導への貢献」

崎裕起人（院造園博前 2 年）金子大成、
坂口翔、野上隆史（造園 4年）

第 4回 LIXIL 国際大学建築コンペ 「プロダクティブ・ガーデン─大樹町を五
感で味わう空間」／優秀賞
「Smoke Garden」

坂口翔、小出ひかり、鈴木寛人（造園 4年）

日本造園学会平成 26 年度全国大会学生アイデアコンペ【地域文化をつなぐラ
ンドスケープ　～ 50 年後の持続的発展のための福岡・博多のランドスケープ
の方法とデザイン】／拠点デザイン部門：最優秀賞および「福岡市長賞」
「まちやまち　～家族のようにつながるまち～」

五関大海さん（院工学博前 2年）
日本沙漠学会第25回学術大会／ベストポスター賞
「モンゴル草地における MODIS BRDF データによる植生構造散乱指数を用いた
植生評価」

中村隆俊 准教授（生産） 公益財団法人尾瀬保護財団／第 17 回尾瀬賞
「湿原植物の分布機構解明へむけた生態生理学的アプローチ」

ⓒ 1998 VFKⓒ 2014 VFK
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的
な
施
肥
管
理
、
刈
込
管
理
、

生
育
量
調
査
、土
壌
環
境（
化

学
性･

物
理
性
）
調
査
な
ど

を
継
続
し
養
生
中
だ
。
芝
生

地
は
新
研
究
棟
建
設
ま
で
の

数
年
間
の
暫
定
利
用
と
い
う

位
置
づ
け
だ
が
、
美
し
い
芝

生
の
維
持
は
利
用
状
況
に
応

じ
た
定
期
的
な
管
理
が
極
め

て
重
要
で
あ
り
、
四
季
折
々

い
つ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う

後列左から 3番目が平岡さん

芝生地
造成の
様子

　

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
旧
1

号
館
跡
地
に
芝
生
地
が
8
月

上
旬
オ
ー
プ
ン
予
定
だ
。
面

積
は
約
6
0
0
0
m2

で

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
場
と

ほ
ぼ
同
面
積
、
東
京
23
区
内

の
大
学
で
も
極
め
て
珍
し
い

大
規
模
な
芝
生
地
と
な
る
。

芝
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
造

園
1
〜
2
年
生
の
実
習
や
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
教
職
員

な
ど
約
4
0
0
人
が
関
り
、

芝
生
産
業
界
や
造
園
緑
化
関

連
産
業
界
で
活
躍
す
る
卒
業

生
も
技
術
的
支
援
、
指
導
と

し
て
加
わ
っ
た
。

　

現
在
は
、
卒
業
論
文
の
研

究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
定
期

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
得
ら
れ
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。
日
々
の
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
や
数
万
人
の
東
京
農
大

フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
収
穫
祭
に
、

学
生
も
近
隣
の
皆
様
も
植
物

の
恩
恵
を
共
有
し
く
つ
ろ
ぐ

時
間
が
過
ご
せ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

（
造
園
科
学
科
長 

高
橋
新
平
）

　

4
月
27
日
網
走
市
民
会
館

に
て
開
催
さ
れ
た
「
N
H
K

の
ど
自
慢
大
会
」
で
平
岡
聡

さ
ん
（
生
産
3
年
）
が
見
事

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

本
学
学
生
が
観
客
席
で
横
断

幕
を
持
っ
て
応
援
す
る
中
、

B
E
G
I
N
の
「
島
人
ぬ

宝
」
を
歌
っ
て
合
格
の
鐘
。

出
場
者
総
数
2
5
0
人
の

中
か
ら
合
格
は
5
人
。
そ
の

中
で
も
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

選
ば
れ
来
年
3
月
に
開
催

さ
れ
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

会
出
場
候
補
者
と
な
っ
た
。

予
選
会
含
め
会
場
は
子
供

か
ら
年
配
の
方
で
超
満
員
。

都
会
に
は
な
い
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
人
の
温
か

さ
素
朴
さ
を
感
じ
た
の
ど

自
慢
大
会
。「
緊
張
し
た

が
、
学
生
時
代
の
い
い
思

い
出
が
で
き
た
」
と
感
想

を
述
べ
た
平
岡
さ
ん
の
本

選
で
の
雄
姿
は
全
国
で
生

放
送
さ
れ
た
。

　

ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
の
お
い

し
い
季
節
だ
が
、
こ
れ
ら
は

野
菜
か
果
物
か
。
こ
の
答
え

は
い
さ
さ
か
複
雑
で
あ
る
。

ま
ず
、
園
芸
作
物
は
果
樹
、

野
菜
、
花
卉
に
分
類
さ
れ
て

い
る
。
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
が

そ
の
う
ち
の
ど
れ
か
と
問
わ

れ
れ
ば
野
菜
で
あ
る
。
野
菜

と
は
、食
用
と
さ
れ
る
草（
草

本
植
物
）
の
総
称
で
あ
り
、

柔
軟
多
汁
で
主
と
し
て
副
食

物
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
果
樹
と
は
、
食
用

と
な
る
果
実
（
子
房
が
発
達

し
た
も
の
）を
つ
け
る
木（
木

本
植
物
）
や
多
年
生
草
本
植

物
の
総
称
で
あ
る
。
そ
し
て

果
物
と
は
、
木
に
つ
く
果
実

を
意
味
し
、「
木（
く
）の
物
」

が
な
ま
っ
た
も
の
と
さ
れ
て

い
て
、
学
問
的
用
語
で
は
な

い
。
し
か
し
、
消
費
者
の
立

場
か
ら
の「
果
物
」の
イ
メ
ー

ジ
は
、
デ
ザ
ー
ト
や
贈
答
用

で
あ
る
。
作
物
と
し
て
「
野

菜
」
に
対
応
す
る
の
は
「
果

物
」
で
は
な
く
「
果
樹
」
で

あ
る
。
従
っ
て
、
ス
イ
カ
や

メ
ロ
ン
は
、
果
物
的
に
利
用

さ
れ
る
野
菜
と
い
え
る
。
収

穫
物
の
果
実
の
中
に
、
果
物

と
呼
べ
る
も
の
と
そ
う
で
な

い
も
の

と
が
あ

る
。
収

穫
物
を

以
下
の

項
目
で

分
類
し

て
み
た
。

（
農
学
科
助
教　

高
畑
健
）

　

昼
食
時
の
食

堂
混
雑
の
緩
和

の
た
め
、
4
月

か
ら
厚
木
キ
ャ

ン
パ
ス
に
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
＝
写

真
＝
を
導
入
し

た
。
毎
日
11
時

か
ら
本
部
棟
前

に
2
台
の
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
が
ビ

ジ
ネ
ス
街
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
な

ど
で
人
気
の
タ

イ
カ
レ
ー
、
タ

コ
ラ
イ
ス
、
富
士
宮
焼
き
そ

ば
、
カ
チ
ャ
ト
ラ
（
鶏
肉
の

ト
マ
ト
煮
込
み
）、
ケ
バ
ブ
、

ロ
コ
モ
コ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

を
日
替
わ
り
で
提
供
。
価
格

は
ワ
ン
コ
イ
ン
（
5
0
0

円
）
を
ベ
ー
ス
に
ト
ッ
ピ
ン

グ
や
大
盛
り
、
特
盛
り
な
ど

学
生
向
け
に
工
夫
。
す
で
に

お
店
に
よ
っ
て
固
定
客
も
お

り
、
食
の
彩
り
が
増
え
た
と

大
変
好
評
だ
。
前
学
期
限
定

の
試
験
導
入
の
結
果
を
踏
ま

え
後
学
期
の
継
続
も
決
定
。

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
お
越
し

の
際
は
ぜ
ひ
ご
利
用
を
。

N
H
K
の
ど
自
慢
大
会
IN
網
走

 

生
物
生
産
学
科
3
年 

平
岡
聡
さ
ん

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く

厚木の昼においしい味方
キッチンカー登場

緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
で
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を

〜 
野
菜
!?

　
果
物
!?

　
　
　
　
　
　
ど
っ
ち
!? 

〜

野
菜
の
お
話
②

学　　部 学　　科 試験日 願書受付 合格発表

Ⅰ　期

農学部

全学科
2月 4日（水）
2月 5日（木）
2月 6日（金）

Web 出願のみ
1月 5 日（月）～ 1月 21 日（水）

（最終日は入力 15 時まで、郵送は消印有効）

2月 14 日（土）
9時

応用生物科学部

地域環境科学部

国際食料情報学部

生物産業学部

短期大学部 全学科 2月 3日（火）

Ⅱ　期

生物産業学部

全学科 3月 4日（水）
Web 出願のみ

2月 16 日（月）～ 2月 23 日（月）
（最終日は入力 15 時まで、郵送は消印有効）

3月 9日（月）
9時

短期大学部

試験会場
Ⅰ期【短期大学部】
札幌・仙台・新潟・名古屋・大阪・広島・福岡・世田谷キャンパス

Ⅰ期【農学部・応用生物科学部・地域環境科学部・国際食料情報学部・生物産業学部】
札幌・仙台・新潟・名古屋・大阪・広島・福岡・大宮・津田沼・松戸・池袋・立川・町田・横浜・世田谷
キャンパス・オホーツクキャンパス

Ⅱ期【生物産業学部・短期大学部】
世田谷キャンパス

併願について
【農学部・応用生物科学部・地域環境科学部・国際食料情報学部・生物産業学部】
Ⅰ期では、1日の受験につき複数学科の出願が可能です。
また、3日間の試験日から受験日を自由に選択できます。3日間同一学科の受験も可能です。
Ⅱ期は生物産業学部のみ実施します。複数学科の出願および短期大学部の各学科との併願が可能です。

【短期大学部】
Ⅰ期、Ⅱ期ともに、複数学科の出願および生物産業学部の各学科との併願が可能です。

一
般
入
試
Ⅰ
期
・
Ⅱ
期

平
成
27
年
度

▼
第
38
回
全
国
学
生
相
撲
個
人
体
重
別
選
手
権
／
9

月
22
日 

【
無
差
別
級
】正
代
直
也　

3
位　
【
1
3
5

㎏
未
満
級
】
小
永
佑
也　

3
位　
【
75
㎏
未
満
級
】

中
畑
雄
雅　

2
位

▼
第
62
回
東
日
本
学
生
相
撲
リ
ー
グ
戦
／
10
月
6
日

1
部
リ
ー
グ　

3
位

▼
第
1
0
7
回
東
都
大
学
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手

権
／
10
月
13
日　

ラ
テ
ン
の
部　

パ
ソ
ド
ブ
レ　

準

優
勝　

中
川
卓
哉
（
経
済
4
）・
山
田
綾
乃
（
開
発

4
）モ
ダ
ン
の
部 

ワ
ル
ツ 

3
位　

前
田
裕
一
郎（
バ

イ
オ
4
）・
阿
部
聖
子
（
バ
イ
オ
4
）
タ
ン
ゴ 

3
位 

柿
嵜
伸
亮
（
経
済
3
）・
新
保
七
海
（
森
林
3
）

▼
第
2
回
世
界
コ
ン
バ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
ズ
／
10
月
16
〜

20
日　

中
量
級　

準
優
勝　

オ
チ
ル
フ
ー
ウ
ス
フ
バ

ヤ
ル
（
ビ
ジ
ネ
ス
4
） 

▼
文
部
科
学
大
臣
杯
25
年
度
全
日
本
学
生
レ
ス
リ
ン

グ
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
選
手
権
大
会
／
10
月

17
〜
18
日　

66
㎏
級　

3
位　

中
村
裕
真
（
経
済

2
）　

96
㎏
級　

3
位　

山
田
圭
史
（
開
発
3
）　

※

天
皇
杯
度
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
出
場
獲
得

▼
第
90
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
大
会
予

選
会
／
10
月
19
日　

1
位
（
本
選
出
場
決
定
）

▼
収
穫
祭
／
世
田
谷 

11
月
1
〜
3
日
、
厚
木
11

月 

2
〜
3
日
、
オ
ホ
ー
ツ
ク 

10
月
12
〜
14
日
開
催　

1
3
7
9
2
4
人

▼
第
91
回
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
／
11
月
2
〜

3
日　

個
人
戦　

準
優
勝　

小
柳
亮
太
（
森
林
2
）

3
位　

正
代
直
也
（
開
発
4
）
団
体
戦　

3
位

▼
第
83
回
全
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
／
11
月

13
〜
17
日　

フ
ラ
イ
級　

青
木
貞
頼
（
ビ
ジ
ネ
ス

4
）
L
ウ
エ
ル
タ
ー
級　

齋
藤
一
貴
（
ビ
ジ
ネ
ス

3
）　

ラ
イ
ト
級　

成
松
大
介
（
H
2
3
年
度
卒
）

3 

位 

フ
ラ
イ
級　

金
澤
宣
明
（
ビ
ジ
ネ
ス
2
）

▼
全
日
本
学
生
大
会
（
少
林
寺
拳
法
部
）
／
11
月
17

日　

女
子
白
帯
緑
帯　

2
位　

眞
保
都
（
開
発
1
）　

張
舜
恵
（
栄
養
1
）

▼
第
93
回
東
部
日
本
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

／
11
月
17
日　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド　

ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ

プ　

3
位　

前
田
裕
一
郎
（
バ
イ
オ
4
）・
阿
部
聖

子
（
バ
イ
オ
4
）　

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン　

3
位

▼
東
京
農
大
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
／
11

月
29
日　

○
経
営
者
大
賞　

内
田
多
加
夫
【
白
百
合

醸
造
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
】
化
学
修
昭
47
年
修

了　

本
昌
康　
【（
株
）
ぶ
ど
う
の
木
代
表
取
締
役
】

農
学
昭
50
年
卒　

楊
世
安
【
味
丹
生
物
科
技
股
有
限

公
司
】
醸
造
平
3
年
卒　

○
経
営
者
賞　

本
多
宗
勝

【（
有
）
ほ
ん
だ
代
表
取
締
役
】
農
学
昭
42
年
卒　

宮

川
将
人
【（
有
）
宮
川
洋
蘭
専
務
取
締
役
】
農
学
平

13
年
卒　

○
経
営
者
特
別
賞　

鈴
木
日
出
男　
【
中

南
商
事
（
株
）
相
談
役
会
長
】
化
学
昭
32
年
卒

▼
第
96
回
関
東
学
生
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
／
12
月
7
〜
8
日　

団
体
の
部　

優
勝　

個

人
の
部　

女
子
52
㎏
級　

3
位　

玉
城
夏
樹
（
醸

造
4
）
男
子　

66
㎏
級　

優
勝　

荒
川
弦
矢
（
醸

造
3
）　

83
㎏
級　

 

準
優
勝　

音
田
靖
幸
（
ビ
ジ
ネ

ス
4
）　

93
㎏
級　

優
勝　

南
場
航
太
朗
（
森
林
1
）　

1
0
5
㎏
級　

 

優
勝　

間
嶋
秀
伍
（
化
学
3
）

▼
第
58
回
全
日
本
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
／

12
月
8
日　

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
部　

準
優
勝　

▼
関
東
大
学
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
戦
／
12
月
8
日
3
部　

優
勝

▼W
O
RLD

 U
N
IVERSITY C

H
EERLEAD

IN
G

 
C
H
SM
PIO
N
SH
IPS

／
2
月
13
日　

N
ations 

C
up　

3
位

▼
第
87
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
／
2
月

15
〜
20
日　

ア
ル
ペ
ン
回
転
（
ス
ラ
ロ
ー
ム
）　

佐

藤
優
（
生
産
1
）　

準
優
勝　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

1
0
k
m
フ
リ
ー　

田
中
北
人
（
産
経
4
）　

3
位　

大
学
対
抗
リ
レ
ー　

準
優
勝

▼
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
創
立
15
周
年
式
典
／

3
月
9
日

▼
平
成
25
年
度
学
位
記
授
与
式
挙
行
／
3
月
17
日

（
網
）、
3
月
20
日
（
世
）、
3
月
21
日
（
厚
）　

卒
業

生
総
数　

3
5
7
2
名

▼
全
関
東
学
生
運
転
競
技
選
手
権
大
会
／
3
月
22
日　

女
子
個
人
の
部　

小
型
乗
用
の
部　

準
優
勝　

森
川

玲
子
（
化
学
4
）

▼
「
食
と
農
」
の
博
物
館
開
館
10
周
年
記
念
式
典
／

3
月
28
日　

▼
平
成
26
年
度
入
学
式
／
4
月
2
日　

世
田
谷
・

厚
木
合
同
、
4
月
4
日
オ
ホ
ー
ツ
ク
。
新
入
生
総

数
3
5
7
7
名
。
ア
マ
ゾ
ニ
ア
農
業
大
学Sueo 

N
um
azawa

総
長
招
へ
い

▼
第
51
回
東
都
学
生
馬
術
大
会
／
4
月
11
〜
13
日

一
般
障
害
飛
越
競
技　

団
体
2
位　

新
人
障
害
飛
越

競
技　

団
体
3
位　

新
人
馬
場
馬
術
競
技　

団
体
3

位　

複
合
馬
術
競
技　

団
体
3
位　

標
準
障
害
飛
越

競
技　

個
人
2
位　

和
田
健
太
郎
（
ビ
ジ
ネ
ス
1
）

団
体
2
位　

団
体
総
合
2
位

▼
第
1
0
8
回
東
都
大
学
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選

手
権
大
会
／
4
月
27
日　

モ
ダ
ン
の
部　

ス
ロ
ー

フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ッ
ト　

2
位　

丹
野
雄
介
（
経
済

4
）・
新
井
翔
子（
管
理
4
）ラ
テ
ン
の
部　

チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ　

3
位　

滝
下
司（
経
済
4
）・
大
城
小
住
萌（
東

洋
和
英
4
）

▼
第
31
回
全
日
本
大
学
選
抜
相
撲
宇
和
島
大
会
／
4

月
29
日　

個
人
戦　

準
優
勝　

小
柳
亮
太
（
森
林

3
）

▼
関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
春
季
リ
ー
グ
戦
／
5
月
4
日

男
子　

準
優
勝

▼
第
51
回
少
林
寺
拳
法
関
東
学
生
大
会
／
5
月
4
日　

女
子
二
段
の
部　

2
位　

渡
邉
あ
す
み
（
醸
造
4
）・

田
中　

初
記
（
栄
養
2
）　

立
会
評
価
法
女
子
団
体

の
部　

3
位　
　

渡
邉
あ
す
み
（
醸
造
4
）・
田
中

初
記
（
栄
養
2
） 

▼
全
関
東
学
生
ジ
ム
カ
ー
ナ
競
技
選
手
権
大
会
／
5

月
10
日　

女
子
団
体　

3
位

▼
第
67
回
都
民
体
育
大
会
（
馬
術
部
）
／
5
月
10

日
〜
11
日　

男
子
障
害
飛
越
競
技　

2
位　

中
嶋

遼
（
ビ
ジ
ネ
ス
2
）　

ジ
ム
カ
ー
ナ
（
男
子
）　

3
位　

深
作
友
哉
（
開
発
1
）

▼
造
園
科
学
科
創
立
90
周
年
式
典
／
5
月
11
日
（
詳

細
2
面
）

▼
第
2
回
東
部
日
本
学
生
競
技
ダ
ン
ス
前
期
新
人
戦

／
5
月
11
日　

モ
ダ
ン
の
部　

ス
ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス

ト
ロ
ッ
ト　

3
位　

伊
東
俊
介
（
醸
造
3
）・
河
合

美
乃
莉
（
化
学
3
）

▼
第
54
回
全
国
大
学
・
実
業
団
対
抗
相
撲
和
歌
山
大

会
／
5
月
18
日　

団
体
戦　

準
優
勝　

個
人
戦　

優

勝　

小
柳
亮
太
（
森
林
3
）

▼
第
90
回
理
工
科
系
大
学
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手
権

大
会
／
5
月
18
日　

ジ
ュ
ニ
ア　

ラ
テ
ン
の
部　

ジ

ル
バ　

2
位　

石
川
貴
之
（
健
康
1
）・
勝
又
彩
（
醸

造
1
）　

3
位　

馬
場
翔
（
栄
養
1
）・
松
下
梨
花
子

（
栄
養
1
）　

シ
ニ
ア　

ラ
テ
ン
の
部　

ル
ン
バ　

2

位　

中
村
公
紀
（
経
済
3
）・
大
塩
香
澄
（
管
理
3
）　

団
体　

3
位

▼
第
33
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
大
会
／
5
月
25
日　

個
人
の
部　

男

子　

93
㎏
級　

準
優
勝　

南
場
航
太
朗
（
森
林
2
）　

1
2
0
㎏
級　

優
勝　

間
嶋
秀
伍
（
化
学
4
）

※
両
名
が
第
32
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
選
手
権
出
場
権
獲
得

▼
留
学
生
懇
談
会
／
5
月
30
日　

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
開
催
。
新
入
外
国
人
留
学
生
75
名

▼
教
育
懇
談
会
／
6
月
7
日　
（
教
育
後
援
会
主
催
）

東
京
農
大
ニ
ュ
ー
ス
抄
録

2
0
1
3
年
9
月
〜
2
0
1
4
年
6
月  

芝草種はイネ科単子葉類コウライシバ ･コウシュンシバ（Zoysia matrella 
Merr.）／高木は旧 1号館中庭に生育していたユリノキ（5本）

大地に力 緑に生
い の ち

命 東京農業大学 2014年7月16日（第 71号）
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